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１．委員の指摘及び提言概要 

医薬品由来化学物質が生態系に及ぼす影響に関して、魚類に対する応答解析を中心に検討した重

要な研究であり、環境レベルでの濃度で生態系への影響が起こりうることをin vivo と in vitro 

で示した点は優れている。従来の魚類試験では把握できなかった抗うつ薬の行動、繁殖への影響を

明らかにしており、設定した目的を十分達成しており、科学的に貴重な知見が得られ、環境政策へ

の貢献も期待できる。 

評価値と環境中濃度の表記の統一や比較をより分かりやすく進め、行政施策にも利用可能な形に

していただきたい。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ｓ 

 


